
『
思

女
集
』
論

も
の
思
ふ
女
の
独
詠

広
　
　
岡

曜
　
　
子

Ｈ
　
三
系
統
の
家
集
と
『
思
女
集
』

　
『
思
女
集
』
は
、
あ
る
「
人
」
と
の
別
離
を
背
景
と
し
て
、
死
を
願
う
ほ
ど

に
思
う
「
も
の
思
ふ
」
心
の
内
を
独
白
形
式
で
表
現
し
た
、
平
安
女
流
歌
人
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

模
の
私
家
集
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
相
模
に
は
三
系
統
の
家
集
が
あ
り
、
『
私
家
集
大
成
中
古
１
』
の
解
題
に
よ

れ
ぱ
、

　
一
、
流
布
本
　
浅
野
家
本
『
相
模
集
』

　
二
、
異
本
Ａ
　
書
陵
都
蔵
『
相
模
集
』

　
三
、
異
本
Ｂ
　
書
陵
都
蔵
『
思
女
集
』

　
四
、
異
本
Ｃ
　
針
切
『
相
模
集
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
以
上
の
四
類
の
う
ち
、
『
思
女
集
』
は
流
布
本
と
の
共
通
歌
の
な
い
「
別
集
」

で
、
ま
た
『
思
女
集
』
と
若
干
の
内
容
の
相
違
が
あ
る
書
陵
都
蔵
『
相
模
集
』

　
　
　
　
　
『
思
　
女
集
』
論

は
、
　
『
思
女
集
』
と
同
系
統
の
家
集
と
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
二
と
三
の

伝
本
の
違
い
は
「
伝
承
過
程
の
変
移
の
み
で
は
な
く
、
も
と
も
と
草
稿
本
と
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

理
本
と
に
よ
る
異
本
関
係
」
ら
し
く
、
　
『
思
女
集
』
の
ほ
う
が
書
陵
部
蔵
『
相

模
集
』
よ
り
も
整
理
さ
れ
た
家
集
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
思
女
集
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
流
布
本
一
九
六
番
の
歌
の
詞
書
に
、

　
な
に
こ
と
に
か
あ
ら
む
、
も
の
思
女
の
集
と
て
、
お
ほ
え
た
き
こ
と
上
も
を

　
書
き
い
た
し
て
、
こ
れ
見
知
り
た
ら
む
、
残
り
書
き
そ
へ
て
か
な
ら
ず
見
せ

　
よ
と
て
、
人
の
を
こ
せ
た
り
し
か
ぱ

　
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
　
『
思
女
集
』
か
、
そ
の
元
に
な
っ
た
祖
本
『
も
の
思
女

の
集
』
か
が
、
流
布
本
よ
り
早
い
時
期
に
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し

か
し
、
三
系
統
の
家
集
と
も
に
未
解
明
な
点
が
多
く
、
　
『
思
女
集
』
が
い
つ
ど

ん
な
目
的
で
書
か
れ
た
か
は
、
家
集
そ
の
も
の
の
研
究
の
な
か
で
考
え
る
ほ
か

た
い
状
態
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一



　
　
　
　
　
『
思
女
集
』
論

長
文
の
自
序
を
語
り
始
め
る
流
布
本
は
、
雑
纂
形
式
で
あ
り
た
が
ら
、
五
九

七
首
の
歌
で
相
模
の
一
生
涯
を
再
構
成
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
ぜ
た
ら
、

流
布
本
執
筆
の
動
機
が
「
も
し
思
い
て
む
人
も
し
あ
ら
は
、
人
し
れ
す
か
た
み

と
も
な
れ
か
し
」
と
い
う
自
己
の
生
の
軌
跡
を
伝
え
残
し
た
い
欲
求
に
基
づ
く

も
の
で
あ
っ
た
と
、
自
序
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
天
王
子
の
歌
・
貴

公
子
と
の
贈
答
・
宮
仕
え
時
の
歌
・
紀
行
の
歌
・
百
首
歌
な
ど
、
そ
の
生
の
ひ

と
こ
ま
を
点
描
し
て
い
く
流
布
本
の
世
界
と
『
思
女
集
』
と
は
ど
の
よ
う
に
違

う
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

　
『
思
女
集
』
は
、
二
八
首
中
二
六
首
が
相
模
自
身
の
独
詠
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

独
詠
の
集
と
言
っ
て
よ
い
。
で
は
な
ぜ
、
多
く
贈
答
歌
中
心
で
あ
る
女
流
私
家

集
の
類
型
を
は
ず
れ
て
、
独
詠
が
繰
り
返
さ
れ
た
け
れ
ぱ
な
ら
た
か
っ
た
の
か
。

こ
れ
は
、
相
模
に
と
っ
て
『
思
女
集
』
が
何
だ
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
い
で
も

あ
ろ
う
。

　
ま
た
一
方
で
、
修
子
・
祐
子
内
親
王
主
催
の
歌
合
や
長
元
の
賀
陽
院
水
閣
歌

合
な
ど
、
歌
合
歌
人
相
模
の
公
の
場
で
の
華
や
か
た
活
躍
を
か
さ
ね
合
わ
せ
た

と
き
、
　
『
思
女
集
』
の
世
界
を
ど
う
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
。

　
こ
の
論
考
で
は
、
　
『
思
女
集
』
を
読
む
大
き
た
手
が
か
り
と
し
て
「
も
の
思

ふ
女
」
を
中
心
に
考
察
し
た
い
と
思
う
。

八
二

　
　
Ｏ
　
　
「
も
の
思
ふ
女
」
「
思
女
」
の
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
在
の
男
へ
の
思
い

　
平
安
女
流
私
家
集
中
、
作
者
の
名
以
外
の
名
称
が
付
げ
ら
れ
た
家
集
は
『
思

女
集
』
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
『
伊
勢
集
』
　
『
紫
式
都
集
』
な
ど
の
名
称
と

は
、
相
違
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
中
世
以
降
に
は
、
後
嵯
峨
院
大
納
言
典
侍
の
『
秋
夢
集
』
が
作
者
名
以
外
の

命
名
で
あ
る
が
、
こ
の
名
称
は
作
者
没
後
に
縁
故
者
に
よ
っ
て
付
げ
ら
れ
た
も

　
　
　
　

の
ら
し
い
。
他
に
男
性
歌
人
の
家
集
で
は
、
俊
頼
の
『
散
木
奇
謁
集
』
定
家
の

『
拾
遺
愚
草
』
藤
原
師
氏
の
『
海
人
手
古
良
集
』
な
ど
、
作
者
の
自
負
や
謙
遜

の
意
味
を
こ
め
た
名
称
が
あ
る
げ
れ
ど
も
、
　
『
思
女
集
』
の
場
合
は
ど
う
か
。

『
思
女
集
』
と
い
う
特
異
な
命
名
に
は
、
何
ら
か
の
意
味
が
あ
る
は
ず
だ
と
思

わ
れ
る
。

　
『
思
女
集
』
の
最
初
の
歌
の
詞
書
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
人
知
れ
ず
も
の
思
ふ
事
あ
り
け
る
女
の
、
な
げ
か
し
か
り
げ
る
ま
ま
に
、

　
思
ひ
げ
る
こ
と
よ

　
こ
の
冒
頭
歌
の
詞
書
は
、
　
『
思
女
集
』
を
つ
ら
ぬ
く
主
題
を
語
る
序
文
で
も

あ
る
、
と
言
え
る
。
例
と
し
て
他
の
女
流
私
家
集
の
最
初
の
歌
の
詞
書
を
あ
げ

　
　

る
と
、

　
ま
い
り
給
て
ま
た
の
目
の
御



よ
の
い
と
は
か
た
き
こ
ろ
、
せ
さ
い
の
つ
ゆ
を
み
て

正
月
一
目

、
ね
の
ひ
に
あ
た
り
た
る
に
、

『
斉
宮
女
御
集
』

　
　
　
　
（
甲
本
）
『
小
大
君
集
』

雪
の
ふ
り
し
か
は

　
　
　
（
甲
本
）
『
伊
勢
大
輔
集
』

　
て
ん
上
の
二
り
ゆ
み
侍
り
し
と
し
、
人
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
大
弐
三
位
集
』

　
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
冒
頭
歌
の
説
明
の
域
を
出
な
い
も
の
ぱ
か
り
で
あ
る
。

　
『
思
女
集
』
序
文
の
「
も
の
思
ふ
事
あ
り
け
る
女
」
と
「
思
女
」
の
意
味
上

の
つ
な
が
り
は
、
流
布
本
一
九
六
番
の
歌
の
前
掲
し
た
詞
書
か
ら
考
え
得
る
。

す
な
わ
ち
、
流
布
本
の
詞
書
に
『
も
の
思
女
の
集
』
と
い
う
名
称
の
家
集
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
を
、
相
模
自
身
が
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
当
然
相
模
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

『
も
の
思
女
の
集
』
を
認
め
て
い
て
、
松
崎
以
津
子
氏
の
説
に
従
え
ぱ
、
　
「
お

ほ
え
た
き
」
と
一
言
い
な
が
ら
も
自
分
の
家
集
で
あ
る
こ
と
を
語
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
と
言
う
。

　
従
来
、
こ
の
『
も
の
思
女
の
集
』
と
『
思
女
集
』
は
同
一
の
家
集
と
見
ら
れ

　
　
　
＠

て
い
た
が
、
ま
た
、
　
『
も
の
思
女
の
集
』
は
『
思
女
集
』
の
元
に
な
っ
た
本
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

『
思
女
集
』
自
体
で
は
な
い
、
と
い
う
説
も
橋
本
不
美
男
氏
ら
に
よ
っ
て
出
さ

れ
て
い
る
。
成
立
に
か
か
わ
る
問
題
は
、
今
ど
ち
ら
か
に
断
定
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
し
か
し
そ
れ
以
前
に
、
「
思
女
」
と
い
う
特
異
た
漢
語
を
現
代
の
諾

　
　
　
　
　
　
『
思
女
集
』
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

注
釈
書
で
「
も
の
思
う
女
」
や
「
も
の
思
ひ
の
女
」
と
訳
し
て
あ
る
の
を
見
る

た
ら
、
　
『
思
女
集
』
を
『
も
の
思
女
の
集
』
と
訓
ん
で
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
れ
が
現
代
の
訓
み
方
に
と
ど
ま
ら
た
い
の
は
、
相
模
の
生
き
た
時

代
よ
り
少
し
時
代
が
下
る
げ
れ
ど
も
、
『
色
葉
字
類
抄
』
に
ー
、

　
も
の
を
も
ふ
思
モ
ノ
ヲ
モ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
傲
若
－
是
也

　
　
　
＠

　
と
あ
る
。
　
『
色
葉
字
類
抄
』
に
よ
っ
て
も
、
　
「
思
」
の
漢
字
が
「
モ
ノ
ヲ
モ

フ
」
と
訓
ま
れ
得
る
こ
と
を
確
か
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
『
も
の
思
女
の
集
』
と
『
思
女
集
』
は
、
た
と

え
二
本
が
別
の
家
集
だ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
家
集
名
に
こ
め
ら
れ
た
意
味
は

ま
っ
た
く
同
じ
た
の
で
は
な
い
か
。
『
思
女
集
』
の
命
名
者
は
後
人
で
、
相
模

で
は
な
い
、
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
ち
ら
に
せ
よ
相
模
自
身
の
記
し
た
『
も

の
思
女
の
集
』
と
同
一
の
意
味
と
見
て
さ
し
っ
か
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。

後
藤
祥
子
氏
は
、
流
布
本
で
相
模
の
繰
り
返
す
「
も
の
思
わ
し
さ
」
と
「
相

模
の
拠
っ
て
立
つ
出
生
・
生
い
立
ち
の
足
場
の
あ
や
う
さ
」
と
の
関
係
を
指
摘

　
　
　
　
＠

さ
れ
て
い
る
が
、
　
『
思
女
集
』
の
「
も
の
思
ふ
」
は
そ
れ
と
は
違
う
意
味
を
持

っ
て
い
る
の
で
は
た
い
か
。

　
少
た
く
と
も
『
思
女
集
』
に
は
、
相
模
の
母
前
能
登
守
慶
滋
保
章
女
の
源
頼

光
と
の
結
婚
に
と
も
た
う
、
頼
光
庇
護
下
の
人
問
た
ち
と
の
複
雑
た
関
係
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三



　
　
　
　
　
『
思
　
女
集
』
論

い
っ
さ
い
語
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
ぱ
相
模
を
歌
の
師
と
し
て
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

を
媒
介
に
１
交
流
し
た
受
領
集
団
「
六
人
党
」
に
も
源
頼
光
の
子
孫
に
な
る
頼
実

と
頼
家
が
い
る
げ
れ
ど
も
、
彼
ら
と
の
交
流
も
『
思
女
集
』
を
見
る
限
り
で
は
、

何
ら
わ
か
り
は
し
た
い
。
こ
の
こ
と
は
、
源
頼
光
に
っ
な
が
る
源
資
通
（
相
模

と
の
浮
名
を
吹
聴
し
た
人
物
）
や
大
和
宣
旨
（
女
友
達
と
し
て
親
交
の
あ
っ
た

人
物
）
で
も
同
様
で
、
彼
ら
と
の
人
問
関
係
は
『
後
拾
遺
集
』
と
か
流
布
本
か

ら
推
測
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
後
藤
氏
の
指
摘
は
、
こ
の
よ
う
に
、
『
思
女
集
』

と
別
に
考
え
る
べ
き
間
題
な
の
だ
と
思
う
。

　
『
思
女
集
』
の
場
合
、
序
文
に
記
さ
れ
た
「
も
の
思
ひ
」
と
「
女
」
は
切
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

離
し
て
は
読
め
な
い
。
後
藤
氏
や
広
田
収
氏
は
「
も
の
思
わ
し
さ
」
　
「
も
の
思

ふ
」
を
単
独
に
扱
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
げ
れ
ど
も
、
　
「
も
の
思
ふ
女
」
　
「
思

女
」
は
、
ひ
と
ま
と
ま
り
の
表
現
と
し
て
読
ま
な
げ
れ
ぱ
た
ら
な
い
と
思
う
。

　
狂
ぜ
な
ら
、
　
「
も
の
思
ふ
人
」
「
も
の
思
ふ
身
」
「
も
の
思
ふ
我
」
は
、
次
の

よ
う
に
歌
に
多
く
見
ら
れ
る
一
般
的
な
表
現
で
あ
る
が
、
　
「
も
の
思
ふ
刻
」
と

い
う
表
現
は
ど
こ
に
も
見
あ
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

心
あ
ら
ぱ
三
度
二
度
な
く
声
を
物
思
ふ
人
に
聞
せ
ざ
ら
な
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
古
今
和
歌
六
帖
』
・
…
八
〇
六

時
雨
ふ
る
冬
の
木
葉
の
変
ら
ぬ
は
物
思
ふ
人
の
見
れ
ぱ
也
げ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
伊
勢
集
』
・
一
八
蓋
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

　
曇
た
く
月
は
さ
り
と
も
照
す
ら
む
物
思
ふ
身
の
行
末
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
拾
玉
集
』
・
一
二
七
豊

　
ぬ
ぐ
袖
に
類
へ
て
今
日
は
夏
衣
物
思
ふ
身
も
変
ら
ま
し
か
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
壬
二
集
』
・
三
八
空
ハ

　
物
思
ふ
我
か
は
あ
や
な
秋
の
月
尋
ね
て
袖
の
露
に
す
む
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
秋
篠
月
清
集
』
・
二
〇
芙

　
つ
ま
り
、
　
「
も
の
思
ふ
女
」
が
重
要
に
た
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
　
「
も
の
思

ふ
女
」
は
、
類
型
的
な
表
現
と
し
て
解
釈
で
き
な
い
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

　
『
偏
文
韻
府
』
に
は
、
　
「
女
」
の
っ
く
語
と
し
て
た
と
え
ぱ
「
嫁
女
」
　
「
牛

女
」
「
智
女
」
　
「
列
女
」
た
ど
多
く
の
語
が
あ
る
。
で
は
、
「
思
女
」
の
意
味
は

何
で
あ
ろ
う
か
。

　
平
安
朝
初
期
に
目
本
に
伝
来
し
た
と
言
わ
れ
る
『
列
子
』
で
は
、
次
の
よ
う

に
「
思
女
」
が
「
思
士
」
の
対
に
な
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
思
士
不
妻
而
感
思
女
不
夫
而
孕

　
　
（
注
）
有
思
幽
国
思
士
不
妻
思
女
不
夫
精
気
潜
感
不
仮
交
接
而
生
子
如
鵜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
こ
の
「
思
女
」
と
「
思
士
」
を
『
大
漢
和
辞
典
』
で
も
対
語
と
し
て
扱
っ
て

お
り
、

　
シ
　
シ思

士
　
思
幽
の
国
の
男
。
妻
無
く
し
て
感
ず
る
と
い
ふ
。



　
シ
　
、
チ
ヨ

　
思
女
　
思
幽
の
国
の
女
。
夫
無
く
し
て
孕
む
と
い
ふ
。

　
と
あ
る
。
こ
の
『
列
子
』
引
用
都
分
は
『
列
子
』
天
瑞
篇
に
載
っ
て
い
る
説

話
で
、
『
中
国
古
典
文
学
大
系
４
』
で
福
永
光
司
氏
は
「
思
い
つ
め
た
男
は
妻

が
い
な
く
て
も
心
と
き
め
い
て
子
が
生
ま
れ
、
思
い
っ
め
た
女
は
夫
が
い
な
く

て
も
妊
娠
す
る
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
内
容
的
に
『
思
女
集
』
と
『
列
子
』
を

深
く
結
び
っ
け
ら
れ
な
い
げ
れ
ど
も
、
　
「
思
女
」
の
対
語
が
「
思
士
（
男
）
」
で

あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
ま
た
、
同
じ
く
平
安
時
代
に
『
文
選
』
と
並
ん
で
貴
族
の
必
読
書
で
も
あ
っ

た
『
玉
台
新
詠
』
に
、
　
「
青
青
河
畔
草
」
と
い
う
数
篇
の
漢
詩
が
あ
る
。
　
『
玉

台
新
詠
』
白
体
は
、
男
女
相
思
の
恋
情
を
主
と
し
た
艶
麗
な
漢
詩
を
集
め
て
い

る
け
れ
ど
も
、
　
「
青
青
河
畔
草
」
の
題
で
う
た
わ
れ
る
詩
は
、
た
と
え
ぱ

ａ
　
　
青
青
河
畔
草

　
青
青
河
畔
草
　
　
欝
麓
園
中
柳

　
盈
盈
楼
上
女
　
　
咬
咬
当
二
窓
臓
一

　
蛾
蛾
紅
粉
粧
　
　
繊
繊
出
二
素
手
一

　
昔
為
二
侶
家
女
一
今
為
二
蕩
子
婦
一

　
蕩
子
行
不
レ
帰
　
空
林
難
二
独
守
一

　
の
よ
う
に
、
女
が
男
と
何
ら
か
の
理
由
で
別
離
し
て
お
り
、
恋
慕
の
情
を
女

の
が
わ
か
ら
歌
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
で
は
、
男
が
何
処
か
へ
行
っ
た
ま
ま

　
　
　
　
　
『
思
　
女
集
』
　
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

帰
ら
ず
、
女
は
空
の
寝
床
に
独
り
寝
す
る
と
い
う
、
女
の
「
怨
愁
」
を
思
い
う

か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
女
は
昔
侶
家
の
女
だ
っ
た
が
、
男
と
結
ぱ
れ
た
今
も

そ
の
心
は
満
た
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　
そ
し
て
「
思
女
」
が
う
た
わ
れ
て
い
ろ
の
は
、
　
「
青
青
河
畔
草
」
の
う
ち
の

次
の
一
篇
で
あ
る
。

ｂ
　
　
代
二
青
青
河
畔
草
一

　
凄
凄
含
露
台
　
　
粛
粛
迎
風
館

　
思
女
御
二
擶
軒
一
哀
心
徹
二
雲
漢
一

　
端
撫
二
悲
絃
一
泣
　
独
対
二
明
鐙
一
歎

　
良
人
久
稀
役
　
　
秋
介
終
二
昏
旦
一

　
楚
楚
秋
水
歌
　
　
依
依
採
菱
弾

　
『
新
釈
漢
文
大
系
６
０
』
で
内
田
泉
之
助
氏
は
「
思
女
」
を
「
も
の
思
う
女
」

と
訳
さ
れ
、
岩
波
文
庫
本
『
玉
台
新
詠
集
』
で
は
鈴
木
虎
雄
氏
が
「
も
の
思
ひ

の
女
」
と
同
様
に
訳
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
鈴
木
氏
は
、
　
「
思
女
」
す
な
わ
ち

「
妻
」
を
こ
の
詩
で
ｈ
意
味
す
る
と
注
釈
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
詩
で
「
思
女
」
と
は
、
遠
く
へ
仕
事
に
行
っ
て
帰
ら
ぬ
良
人
を
ひ
と
り

で
待
ち
続
け
る
女
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
女
の
心
の
思
い
を
述
べ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
詩
の
「
思
女
」
の
「
も
の
思
ひ
」
と
は
、
遠
い
良
人
へ
の
尽

き
た
い
恋
慕
の
情
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
「
思
女
」
の
孤
独
感
は
「
独
対
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五



　
　
　
　
　
『
思
　
女
集
』
論

明
鐙
一
歎
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
思
女
」
と
は
、
つ
ね
に
「
男
」
と
密
接
に
か
か
わ
る
語
で
、

「
思
」
は
男
女
の
問
柄
に
関
す
る
語
ら
し
い
と
言
え
る
。
も
と
も
と
中
国
文
学

の
世
界
で
は
、
　
「
思
女
」
と
言
え
ぱ
次
の
毛
詩
の

　
春
目
遅
遅
　
采
繁
那
那

　
女
心
傷
悲
　
殆
及
公
子
同
帰

　
　
（
注
）
…
…
春
女
悲
秋
士
悲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

　
　
　
　
　
塞
云
春
女
感
陽
気
而
思
男
秋
士
感
陰
気
而
思
女
…
…
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ん
ム
う

　
を
ふ
ま
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
毛
詩
の
幽
風
の
「
七
月
」
と
い
う

詩
の
一
都
分
と
そ
の
「
注
」
で
、
¢
は
「
毛
注
」
と
呼
ぱ
れ
る
毛
詩
の
注
、
　

は
毛
詩
の
嚢
で
あ
る
。
０
　
の
注
と
も
に
本
文
と
ひ
と
つ
の
も
の
と
し
て
読
ま

れ
、
や
は
り
こ
こ
で
も
、
　
「
女
」
と
「
男
」
が
あ
き
ら
か
に
対
語
と
な
っ
て
い

る
０

　
た
だ
、
毛
詩
と
前
述
の
『
列
子
』
　
『
玉
台
新
詠
』
と
の
相
違
点
が
二
つ
あ
げ

ら
れ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
毛
詩
の
季
節
は
「
春
」
だ
が
、
『
列
子
』
『
玉
台
新
詠
』

に
た
る
と
「
春
」
と
い
う
決
ま
っ
た
季
節
か
ら
離
れ
、
ひ
と
っ
の
季
節
に
は
と

ら
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
『
玉
台
新
詠
』
の
ｂ
の
詩
で
は
、
「
露
」
「
雲

漢
」
（
天
の
河
）
「
秋
水
歌
」
な
ど
の
語
か
ら
、
む
し
ろ
季
節
は
「
秋
」
と
見
ら

れ
る
。
　
『
思
女
集
』
の
季
節
が
「
秋
」
か
ら
「
冬
」
へ
の
移
行
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

　
も
う
ひ
と
っ
の
相
違
点
は
、
詩
の
主
題
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
毛
詩
で
は

「
春
女
」
は
「
陽
気
に
感
じ
て
男
を
思
う
」
と
い
う
意
味
で
し
か
な
い
が
、
『
列

子
』
　
『
玉
台
新
詠
』
で
は
、
あ
き
ら
か
に
、
離
れ
て
い
る
男
を
思
う
女
、
今
こ

こ
に
不
在
の
会
え
ぬ
男
を
思
う
妻
の
意
味
が
「
思
女
」
に
こ
め
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
な
畦
な
ら
、
本
文
の
一
部
を
も
う
一
度
弓
用
す
る
と
、
　
『
列
子
』
で

は
「
不
夫
」
と
書
か
れ
、
　
『
玉
台
新
詠
』
の
ａ
の
詩
で
は
「
良
人
久
樒
役
」
と

書
か
れ
、
ｂ
の
詩
で
は
「
蕩
子
行
不
！
帰
」
と
書
か
れ
、
男
が
女
の
も
と
に
不

在
で
あ
る
状
態
は
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
第
二
の
相
違
点
は
「
思
女
」
の
意
味

を
知
る
上
で
重
要
だ
と
思
う
。

　
で
は
、
　
『
思
女
集
』
の
「
思
女
」
は
ど
う
か
。
　
『
思
女
集
』
の
「
思
女
」
も

ま
た
、
不
在
の
男
を
思
う
女
の
意
味
で
読
め
る
の
で
は
な
い
か
。
お
そ
ら
く
そ

こ
に
、
『
思
女
集
』
で
す
べ
て
「
人
」
と
記
さ
れ
る
あ
る
男
と
の
恋
と
別
離
が

か
か
わ
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
　
「
人
」
と
は
誰
か
、
夫
の
大
江
公
資
、
定
頼
、

資
通
な
ど
の
人
物
が
推
測
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
騰
化
さ
れ
た
「
人
」
が
誰

で
あ
る
か
は
容
易
に
は
わ
か
ら
た
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
相
模
が
不
在
の
男
に
対

し
て
ど
ん
た
思
い
を
持
っ
て
歌
を
詠
ん
だ
か
が
、
重
要
で
あ
る
。
た
と
え
ぱ

『
思
女
集
』
十
三
番
の
歌
の
詞
書
に
、

　
ま
こ
と
に
や
あ
ら
ん
、
も
の
へ
な
と
い
ひ
て
み
え
ぬ
人
を
、
は
か
な
き
い
は

　
ほ
の
中
も
た
つ
ね
ま
ほ
し
う
思
な
か
ら
、
そ
た
に
心
に
か
た
ふ
と
二
し
思
た



れ
ぬ
ほ
と
に
、
を
く
れ
し
と
思
か
ほ
な
る
な
み
た
も
、
ま
っ
し
る
心
ち
す
へ

　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
と
あ
る
が
、
こ
の
詞
書
は
、
不
在
の
男
を
「
は
か
た
き
い
は
は
」
の
中
ま
で

追
っ
て
行
き
た
く
思
い
っ
っ
そ
れ
さ
え
で
き
た
い
で
涙
に
く
れ
る
女
の
状
態
を

語
っ
て
い
る
。
男
の
「
不
在
」
が
単
に
留
守
を
指
し
て
い
る
の
で
な
い
こ
と
は
、

女
の
繰
り
返
す
男
の
夜
離
れ
へ
の
嘆
き
か
ら
知
ら
れ
る
。
　
『
思
女
集
』
十
五
番

の
歌
、

　
　
ま
く
ら
の
ち
り
の
あ
る
を

　
１
５
あ
は
ぬ
よ
の
か
す
の
み
つ
も
る
し
き
た
へ
の
ま
く
ら
の
ち
り
の
た
ち
ゐ
ま

　
　
つ
か
な

　
は
、
ひ
と
り
寝
の
夜
の
女
の
恋
情
を
う
た
っ
て
い
る
。
男
の
「
不
在
」
が
も

た
ら
し
た
も
の
は
、
　
「
わ
が
身
ひ
と
っ
」
「
ひ
と
り
な
が
め
て
」
と
い
う
孤
独

感
で
あ
っ
た
が
、
男
と
の
精
神
的
な
齪
騒
を
受
け
と
め
、
や
ま
ぬ
思
い
を
表
現

す
る
こ
と
が
、
相
模
に
と
っ
て
の
独
詠
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
『
思

女
集
』
の
独
詠
の
世
界
は
、
男
と
の
別
離
を
契
機
に
、
男
女
の
問
の
「
思
」
を

女
の
心
内
か
ら
語
り
、
う
た
う
も
の
だ
と
思
う
。
そ
し
て
こ
の
『
思
女
集
』
を

っ
ら
ぬ
く
主
題
は
、
す
で
に
１
「
思
女
」
「
も
の
思
ふ
女
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て

あ
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
「
も
の
思
ふ
女
」
と
い
う
主
題
の
提
示
の
あ

と
、
　
『
思
女
集
』
の
歌
か
ら
歌
へ
の
流
れ
は
、
ひ
と
り
の
女
の
物
語
を
展
開
し

て
い
く
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
『
思
女
集
』
論

る
。ａｂＣｄｅ

員
　
「
和
泉
式
部
集
」
の
「
も
の
思
ふ
」
と
『
和
泉
式
部

　
　
　
日
記
』
の
「
女
」

『
和
泉
式
部
集
』
に
は
「
も
の
思
ふ
」
と
い
う
表
現
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い

た
と
え
ぱ
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。

　
夕
暮
の
思
ひ

　
ゆ７

２
夕
暮
に
た
ど
物
思
ひ
の
ま
さ
る
ら
ん
待
っ
人
の
ま
た
有
る
身
と
も
な
し

１

　
人
の
許
に
、
わ
す
れ
草
し
の
ぶ
草
っ
っ
み
て
遺
る
と
て

１
０
物
思
へ
ぱ
わ
れ
か
人
か
の
心
に
も
こ
れ
と
こ
れ
と
ぞ
し
る
く
見
え
け
る

２

　
物
思
ひ
つ
上
く
る
に
、
い
た
ふ
悲
し
げ
れ
は

０
９
な
に
ご
と
も
心
に
し
め
て
し
の
ぶ
る
に
い
か
で
涙
の
ま
づ
知
に
げ
ん

７

　
お
と
こ
に
忘
ら
れ
て
侍
げ
る
こ
ろ
、
貴
船
に
ま
い
り
て
み
た
ら
し
河
に

　
螢
の
飛
び
侍
し
を
見
て

４
６
７
物
思
へ
は
沢
の
螢
も
我
身
よ
り
あ
く
が
れ
出
る
魂
か
と
ぞ
み
る

１

　
や
す
ま
さ
に
忘
ら
れ
て
侍
し
こ
ろ
、
か
ね
ふ
さ
の
朝
臣
と
ひ
て
侍
り
し

　
か
ば

　
２６

８
人
知
れ
ず
も
の
思
ふ
こ
と
は
た
ら
ひ
に
き
花
に
わ
か
れ
ぬ
春
し
な
げ
れ

　
１　

ぱ
ａ
ｂ
は
歌
の
内
容
か
ら
、
ｄ
ｅ
は
特
に
詞
書
の
波
線
を
付
げ
た
部
分
か
ら
、

和
泉
式
部
の
「
も
の
思
ふ
」
は
、
保
昌
を
は
じ
め
と
す
る
男
と
の
別
離
に
か
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七



　
　
　
　
　
『
思
　
女
集
』
論

わ
る
表
現
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ｅ
の
歌
は
特
に
、
　
「
わ
か
れ
」
は
世

の
た
ら
い
と
知
り
つ
つ
、
　
「
わ
か
れ
」
に
ま
つ
わ
る
「
も
の
思
ひ
」
が
我
身
を

離
れ
た
い
の
を
歌
っ
て
お
り
、
　
「
別
離
」
と
「
も
の
思
ひ
」
と
の
関
係
が
は
っ

き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
『
思
女
集
』
の
最
初
の
歌
の
詞
書
が
「
人

知
れ
ず
も
の
思
ふ
事
あ
り
げ
る
女
の
…
…
」
で
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
と
ｅ
の
歌

の
世
界
と
は
、
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。
ま
た
、
　
「
人
知
れ
ず
も
の
思
ふ
」
と
言

え
ぱ
、
次
の
貫
之
の

　
人
知
れ
ず
物
思
ふ
と
き
は
難
波
た
る
芦
の
そ
ら
ね
も
せ
ら
れ
や
は
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
貫
之
集
』
第
五
・
恋

　
を
思
い
う
か
べ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
　
『
和
泉
式
部
目
記
』
中
の
贈
答
か
ら
推

測
さ
れ
る
が
、
こ
の
貫
之
の
歌
の
「
も
の
思
ふ
」
も
恋
情
で
あ
る
の
は
言
う
ま

で
も
た
い
だ
ろ
う
。

　
相
模
が
和
泉
式
部
の
歌
を
つ
ね
に
意
識
し
て
い
た
ら
し
い
の
は
、
こ
の
ふ
た

　
ミ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

り
ヵ
お
ぱ
．
め
い
の
間
柄
で
同
じ
家
系
に
属
す
る
と
い
う
だ
げ
で
な
く
、
実

際
に
『
思
女
集
』
の
歌
が
和
泉
式
部
の
歌
を
多
く
意
識
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
う
か
が
え
る
。
た
と
え
ぱ
次
の
二
首
も
そ
う
で
あ
る
。

　
　
人
の
久
し
う
お
と
せ
ぬ
に

　
理
や
か
っ
忘
ら
れ
ぬ
我
だ
に
も
あ
る
か
た
き
か
に
思
ふ
身
な
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
泉
式
部

　
　
あ
か
っ
き
に
お
き
た
る
に
、
月
の
ほ
の
か
に
さ
し
い
て
上
み
ゆ
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八

朝
ぽ
ら
げ
残
れ
る
月
の
影
を
見
て
あ
る
か
た
き
か
の
身
を
そ
よ
そ
ふ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
模

　
し
か
し
和
泉
式
部
の
「
も
の
思
ふ
」
は
、
男
女
の
間
に
苦
悩
す
る
状
態
そ
の

も
の
を
あ
ら
わ
す
表
現
で
あ
っ
て
、
一
首
の
歌
の
な
か
で
は
、
「
も
の
思
ふ
」

状
態
が
前
提
と
し
て
あ
っ
て
、
そ
の
心
の
状
態
か
ら
始
発
し
て
あ
る
対
象
を
と

ら
え
う
た
う
。
一
方
、
流
布
本
の
相
模
の
歌
で
は
、
ほ
と
ん
ど
、
下
句
に
「
も

の
思
ふ
」
が
あ
ら
わ
れ
、
「
も
の
思
ふ
」
状
態
は
何
ら
の
解
決
を
見
る
こ
と
も

た
く
思
考
中
止
の
彩
で
投
げ
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
次
の
流
布
本
一
一

五
番
の
歌
で
も
、

　
　
　
　
ふ
る
き
人
の
ふ
み
を
み
て

　
な
ぐ
さ
む
る
か
た
も
や
あ
る
と
ふ
み
上
れ
ぱ
も
の
思
は
し
の
し
る
べ
な
り
げ

　
り

　
「
も
の
思
ふ
」
状
態
に
一
層
強
く
と
ら
わ
れ
て
行
く
。
流
布
本
の
「
も
の
思

ふ
」
は
前
に
ふ
れ
た
よ
う
に
『
思
女
集
』
と
は
別
に
考
え
な
げ
れ
ぱ
な
ら
た
い

問
題
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
和
泉
式
部
の
歌
の
表
現
方
法
と
は
相
異
た
る
も

の
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
お
そ
ら
く
相
模
自
身
の
複
雑
た
心
内
を
集
約
し
、
定

着
せ
ん
が
た
め
の
表
現
が
「
も
の
思
ふ
」
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
今
は
流
布

本
の
問
題
と
し
て
提
起
す
る
に
と
ど
め
て
お
く
。

で
は
、
相
模
が

『
思
女
集
』
の
序
文
で
自
己
を
「
も
の
思
ふ
事
あ
り
け
る
刻
」



と
呼
ん
だ
の
は
何
故
か
。
女
流
私
家
集
中
、
自
分
を
「
女
」
と
呼
ん
で
い
る
も

の
は
『
伊
勢
集
』
『
本
院
侍
従
集
』
『
中
務
集
』
が
あ
り
、
目
記
文
学
で
は
『
和

泉
式
部
目
記
』
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
歌
物
語
的
と
か
歌
日
記
的
と

　
　
　
　
　
　
　
ゆ

評
さ
れ
る
作
品
で
、
男
と
の
恋
が
、
そ
の
男
と
の
贈
答
を
軸
に
語
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
の
「
女
」
は
、

　
女
は
づ
か
し
と
思
ふ
ほ
ど
に
、
こ
の
男
の
も
と
よ
り
人
き
た
り
、
此
女
の
家

　
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
伊
勢
集
』

　
な
ど
き
こ
え
給
う
て
、
御
里
は
い
づ
こ
ぞ
と
の
た
ま
ひ
げ
れ
ぱ
、
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
本
院
侍
従
集
』

　
人
に
か
は
り
て
、
あ
る
女
、
お
な
じ
少
将
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
中
務
集
』

　
女
、
い
と
び
た
き
心
ち
す
れ
ど

　
つ
ご
も
り
の
目
、
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
和
泉
式
部
日
記
』

　
の
よ
う
に
、
歌
の
詞
書
の
部
分
や
目
記
の
本
文
の
な
か
に
出
て
く
る
。
作
者

が
自
分
を
「
女
」
と
表
現
す
る
と
き
、
そ
れ
は
何
を
意
図
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

『
全
講
和
泉
式
都
目
記
』
で
鈴
木
一
雄
氏
は
、

　
女
主
人
公
を
単
に
「
女
」
と
の
み
記
す
、
先
に
述
べ
た
第
三
人
称
的
叙
述
も
、

　
歌
物
語
や
歌
物
語
的
性
格
を
持
っ
私
家
集
な
ど
が
好
ん
で
用
い
た
書
ぎ
方
で

　
　
　
　
　
『
思
女
集
』
論

　
あ
る
。

　
と
言
わ
れ
る
。
作
者
が
自
分
を
「
女
」
と
表
現
す
る
の
は
、
歌
物
語
的
な
世

界
を
意
図
す
る
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
さ
か
の
ぼ
れ
ぱ
『
伊
勢
物

語
』
の
「
男
」
と
「
女
」
に
ま
で
論
及
し
た
げ
れ
ぱ
た
ら
な
い
間
題
で
あ
ろ
う

が
、
今
『
思
女
集
』
の
主
題
と
い
う
こ
と
に
っ
い
て
言
え
ぱ
、
唐
木
順
三
氏
の

「
男
の
愛
の
対
象
と
し
て
の
自
分
を
、
自
ら
対
象
化
し
て
と
ら
え
る
視
点
の

　
ゆ

獲
得
」
と
し
て
「
女
」
と
い
う
表
現
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

相
模
は
、

　
和
歌
好
テ
無
益
ノ
事
有
リ
。
大
江
公
資
ハ
大
外
記
所
望
ノ
者
也
。
魚
議
之
時
、

　
諸
卿
皆
是
レ
拝
任
ノ
宜
シ
キ
由
ヲ
言
フ
。
而
テ
小
野
宮
右
大
臣
云
ク
。
相
模

　
ヲ
懐
抱
シ
テ
秀
歌
ヲ
案
ズ
ル
ノ
間
、
公
事
闘
如
カ
云
六
。
諸
卿
頭
ヲ
解
ク
。

　
此
二
依
テ
空
ク
拝
任
セ
ズ
ト
云
々
。
相
模
ヲ
以
テ
妻
ト
為
ス
ノ
此
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
袋
草
紙
』
上
巻

　
と
『
袋
草
紙
』
が
一
種
の
郵
楡
と
も
皮
肉
と
も
つ
か
た
い
言
い
方
で
書
き
と

め
た
、
優
秀
な
歌
合
歌
人
で
あ
り
、
夫
大
江
公
資
と
の
一
対
は
、
注
目
の
的
で

あ
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
相
模
は
、
そ
の
よ
う
な
華
や
か
た
公
の
場
で
の
歌
と

は
ま
っ
た
く
別
の
次
元
で
、
自
己
を
み
っ
め
る
必
要
に
か
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ

は
、
前
章
で
述
べ
た
男
と
の
恋
と
別
離
を
契
機
と
し
て
の
自
已
の
内
側
か
ら
の

欲
求
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
　
「
も
の
思
ふ
事
あ
り
け
る
女
」
と
記
す
こ

と
に
よ
っ
て
私
の
場
に
立
ち
戻
っ
た
作
老
が
、
閉
ざ
さ
れ
た
想
念
を
書
き
始
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九



　
　
　
　
　
『
思
女
集
』
論

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
生
を
回
顧
す
る
流
布
本
の
自
序
で
、
自
己
を

「
わ
れ
」
と
記
す
の
は
、
す
で
に
流
布
本
と
『
思
女
集
』
の
相
違
を
は
っ
き
り

と
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
私
の
場
に
立
ち
戻
っ
た
作
老
は
、
　
『
思
女
集
』
の
終
り
に
こ
う
書
い
て
い
る
。

　
　
う
き
こ
と
の
み
あ
り
ふ
る
ま
上
に
、
ま
さ
る
よ
な
る
た
れ
は
、
く
お
も
ひ

　
　
は
な
れ
は
や
と
思
へ
と
、
あ
や
に
く
に
な
か
き
い
の
ち
は
つ
ら
く
も

　
２
８
ふ
か
く
の
み
お
も
ひ
い
れ
と
も
し
て
の
山
な
と
こ
え
か
た
き
わ
か
み
た
る

　
　
ら
ん

　
　
人
は
た
に
と
も
見
ま
し
き
事
と
も
な
れ
と
、
心
の
う
ち
に
こ
め
た
り
し
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
と
二
も
な
れ
は
、
か
く
あ
や
し
き
た
り
と
そ

　
自
分
の
恋
と
別
離
の
「
も
の
思
ひ
」
は
、
あ
り
ふ
れ
た
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
そ
れ
を
書
い
て
み
る
と
、
こ
ん
た
に
「
あ
や
し
き
」
も
の
と
た
っ
て
し

ま
っ
た
。
　
「
あ
や
し
」
と
は
、
自
分
で
自
分
の
心
が
理
解
で
き
ぬ
場
合
に
用
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

ら
れ
る
自
己
反
省
の
語
だ
と
言
う
。
　
「
女
」
と
し
て
の
自
分
を
独
詠
の
反
燭
に

よ
っ
て
凝
視
し
て
行
っ
た
と
き
、
書
か
れ
た
世
界
は
「
あ
や
し
き
」
と
表
現
さ

れ
た
げ
れ
ぱ
た
ら
ぬ
ほ
ど
、
我
身
の
認
識
へ
と
帰
っ
て
く
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ

う
。
　
『
思
女
集
』
政
文
の
「
あ
や
し
」
と
は
、
書
げ
ぱ
書
く
ほ
ど
少
し
ず
っ
見

え
て
く
る
自
己
の
内
側
の
不
可
解
さ
で
あ
り
、
男
と
つ
な
が
る
世
界
と
は
別
の
、

文
書
く
わ
ざ
に
の
め
り
こ
む
自
己
の
発
見
で
は
た
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
　
『
思
女

集
』
二
八
首
中
、
　
「
身
」
と
い
う
語
は
七
度
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

相
模
の
我
身
へ
の
認
識
は
「
み
づ
か
ら
だ
に
も
い
と
は
し
き
身
」
か
ら
「
わ
が

釧
ひ
と
っ
」
の
孤
独
感
へ
、
更
に
は
「
あ
る
か
た
き
か
の
身
」
と
い
う
存
在
感

の
っ
た
な
さ
へ
と
及
ん
で
い
る
。
相
模
の
歌
は
「
感
動
を
沈
潜
さ
せ
て
そ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

具
象
化
し
、
技
巧
的
で
細
綴
た
歌
」
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
言
わ
れ
る
が
、

『
思
女
集
』
の
歌
は
、
む
し
ろ
生
々
し
い
「
女
」
の
身
を
う
た
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
前
掲
の
『
思
女
集
』
二
八
番
の
歌
に
し
て
も
、
安
田
章
生
氏
の
「
憂
き
こ
と

ぱ
か
り
が
生
き
て
い
く
に
っ
れ
て
多
く
な
る
こ
の
世
な
の
で
、
苦
し
い
と
思
い

早
く
死
に
た
い
と
思
う
の
だ
が
、
あ
い
に
く
寿
命
が
あ
っ
て
そ
の
こ
と
が
つ
ら

い
こ
と
だ
。
早
く
死
に
た
い
と
思
う
の
に
ど
う
し
て
死
た
な
い
わ
が
身
た
の
だ

　
ゆ

ろ
う
」
と
い
う
単
な
る
死
へ
の
憧
憶
と
は
思
わ
れ
た
い
。
　
「
苦
を
思
い
離
れ
た

い
。
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
単
に
死
を
想
念
し
て
い
る
の
で
は
た
く
て
、
玩
世

の
苦
悩
を
思
い
離
れ
た
い
が
で
き
な
い
、
と
い
う
意
味
で
は
な
い
か
と
思
う
。

そ
の
苦
悩
と
は
、
述
べ
て
き
た
『
思
女
集
』
の
「
も
の
思
ひ
」
そ
の
も
の
を
指

し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
い
く
ら
願
っ
て
も
我
身
を
た
く
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
嘆
く
現
世
か
ら
の
離
脱
の
願
望
と
現
世
へ
の
執
着
と
の
背
反
の

な
か
で
生
き
る
ほ
か
な
い
自
己
の
屈
折
は
、
た
と
え
ぱ
和
泉
式
部
の
、

世
の
中
に
あ
や
し
き
こ
と
は
い
と
ふ
身
の
あ
ら
じ
と
思
ふ
に
惜
次
り
げ
り

　
と
通
じ
て
い
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
二
八
番
の
歌
は
、
　
『
思
女
集
』

に
記
し
て
き
た
女
の
「
も
の
思
ひ
」
が
離
れ
な
い
自
己
を
、
現
世
か
ら
の
離
脱



の
不
可
能
さ
と
い
う
形
で
認
識
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

後
藤
祥
子
氏
が
言
わ
れ
る
相
模
の
「
文
書
く
わ
ざ
へ
の
執
着
」
と
は
、
お
そ

ら
く
こ
の
『
思
女
集
』
の
自
已
凝
視
を
経
て
、
ふ
た
た
び
公
の
場
に
戻
っ
た
相

模
の
数
次
の
歌
合
に
残
し
た
多
量
の
歌
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
森
本
元
子
氏
が
相
模
の
歌
を
「
和
歌
と
い
う
も
の
が
女
性
に
－
と
っ
て
多
く

生
活
的
で
あ
っ
た
過
去
の
時
代
に
対
し
、
芸
術
的
に
１
根
を
ひ
ろ
げ
て
ゆ
く
新
し

　
　
　
　
　
　
ゆ

い
方
向
を
示
す
」
と
言
わ
れ
た
が
、
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
む
し
ろ
相
模
の
歌

は
『
思
女
集
』
に
見
る
限
り
で
は
、
も
っ
と
も
私
的
た
、
　
「
女
」
の
歌
の
系
譜

に
１
位
置
付
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
王
朝
和
歌
の
屈
折
点
と
な
っ
た
後
拾
遺

時
代
に
、
そ
の
表
現
の
あ
り
方
は
異
な
っ
て
い
た
が
、
和
泉
式
部
と
相
模
と
い

う
ふ
た
り
の
女
流
歌
人
が
、
女
の
「
も
の
思
ひ
」
を
み
つ
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
歌
物
語
」
的
主
言
わ
れ
る
こ
と
に
っ
い
て
や
、

こ
の
論
で
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
後
日
、

題
に
っ
い
て
考
え
を
ま
と
め
た
い
と
思
う
。

Ｏ◎　＠

各
歌
の
解
釈
に
ま
で
、

そ
れ
ら
の
残
さ
れ
た
間

松
崎
以
津
子
氏
「
相
模
集
の
研
究
　
　
別
本
相
模
集
と
思
女
集

昭
３
９
・
７
。

　
関
根
慶
子
氏
『
私
家
集
の
研
究
』
第
三
章
第
二
節
「
別
集
と
異
本
」
。

　
注
◎
に
同
じ
。

　
「
そ
ら
こ
と
と
い
ひ
つ
る
人
よ
り
」
の
詞
書
の
あ
る
七
番
の
歌
と
、

歌
で
あ
る
二
五
番
を
の
ぞ
く
二
六
首
。

　
　
　
　
『
思
女
集
』
論

」
『
国
文
』

和
泉
式
部
の

＠＠¢＠◎＠＠＠＠＠＠＠＠＠ゆ＠ 　
『
桂
宮
本
叢
書
』
第
十
巻
「
秋
夢
集
」
の
解
題
に
よ
る
。

　
『
本
院
侍
従
集
』
『
伊
勢
集
』
『
賀
茂
女
集
』
た
ど
の
家
集
の
、
序
文
的
た
冒
頭

文
が
一
方
で
存
在
す
る
こ
と
も
、
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
注
◎
に
同
じ
。

　
稲
賀
敬
二
氏
「
相
模
」
『
国
文
学
』
昭
３
４
・
４
を
は
じ
め
と
す
る
諾
説
。

　
橋
本
不
美
男
氏
『
桂
宮
本
叢
書
』
第
九
巻
「
相
模
集
」
の
解
題
と
注
◎
の
松
崎
氏

の
説
。

　
内
田
泉
之
助
注
釈
『
玉
台
新
詠
』
上
巻
（
『
新
釈
漢
文
大
系
６
０
』
）
。

　
鈴
木
虎
雄
氏
『
玉
台
新
詠
集
』
　
（
岩
波
文
庫
本
）
。

　
峯
岸
明
・
中
田
祝
夫
編
『
色
葉
字
類
抄
　
研
究
並
び
に
索
引
　
本
文
索
引
編
』
。

　
後
藤
祥
子
氏
「
相
模
」
『
国
文
学
』
昭
５
４
・
３
臨
時
増
刊
号
。

　
「
六
人
党
」
に
つ
い
て
は
た
と
え
ば
久
松
潜
一
他
『
日
本
文
学
史
改
定
新
版

中
古
』
に
「
集
団
的
な
自
已
主
張
を
意
図
す
る
自
発
的
な
結
集
」
で
あ
る
と
説
明
さ

れ
て
い
る
。

　
広
田
収
氏
「
平
安
中
期
女
流
私
家
集
の
共
通
項
－
１
私
的
世
界
の
対
象
化
と
認

識
」
『
同
志
杜
国
文
学
』
第
１
５
号
。

　
数
字
は
『
国
歌
大
観
』
の
番
号
を
示
す
。

　
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
（
大
修
館
書
店
）
。

　
注
＠
に
同
じ
。

　
「
は
か
た
き
い
は
ほ
の
中
」
の
「
い
は
ほ
の
中
」
と
は
、
　
『
岩
波
古
語
辞
典
』
に

よ
れ
ば
「
俗
世
問
を
は
た
れ
た
住
み
に
く
い
所
」
と
言
う
。

『
和
泉
式
部
日
記
』
に
「
心
う
き
身
た
れ
ぱ
宿
此
に
委
せ
て
あ
ら
ん
と
思
ふ
に
も
こ

の
宮
仕
へ
よ
。
今
更
に
本
意
に
毛
あ
ら
ず
、
い
は
ほ
の
中
こ
そ
住
ま
ほ
し
け
れ
。
又

う
き
こ
と
も
あ
ら
ぱ
い
か
が
せ
ん
」
と
あ
る
。

　
数
字
は
清
水
文
雄
校
訂
『
和
泉
式
部
歌
集
』
（
岩
波
文
庫
本
）
の
番
号
を
示
す
。

　
米
沢
勝
代
氏
「
相
模
集
の
一
考
察
」
『
女
子
大
国
文
』
４
９
号
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
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『
思
　
女
集
』
論

　
た
と
え
ぱ
伊
井
春
樹
氏
「
本
院
侍
従
の
官
仕
え
に
つ
い
て
」
『
平
安
文
学
研
究
』

昭
４
１
・
６
で
は
、
『
本
院
侍
従
集
』
を
「
私
家
集
的
歌
物
語
」
と
呼
ん
で
い
る
。
そ

の
理
由
の
ひ
と
つ
に
、
人
物
の
実
名
は
記
さ
ず
騰
化
表
現
を
と
っ
て
い
る
点
を
あ
げ

て
い
る
こ
と
は
、
『
思
女
集
』
で
も
考
え
る
べ
き
間
題
で
あ
る
。

　
唐
木
順
三
氏
『
無
常
』
。

　
『
思
女
集
』
二
八
番
の
歌
。

　
岩
波
日
本
古
典
文
学
犬
系
『
和
泉
式
部
目
記
』
の
頭
注
。

　
上
野
理
氏
「
相
模
」
『
平
安
朝
文
学
辞
典
』
所
収
。

　
安
田
章
生
氏
「
相
模
」
『
王
朝
の
歌
人
た
ち
』
。

森
本
元
子
氏
「
私
家
集
と
そ
の
歌
人
　
　
後
拾
遺
・
金
葉
時
代
１
」
『
国
文
学
』

昭
４
０
・
３
。

九
二

・
な
お
、
『
思
女
集
』
の
テ
キ
ス
ト
に
は
『
桂
宮
本
叢
書
』
を
、

の
テ
キ
ス
ト
に
は
『
私
家
集
大
成
中
古
』
ｕ
を
使
用
し
た
。

流
布
本
『
相
模
集
』
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